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－ 2005年度　雇用問題研究会開催 － 
 

２
０
０
５
年
度
雇
用
問
題
研
究
会
は
、

１１
月
８
日
・
１４
日
、
大
阪
市
立
浪
速
人

権
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
両
日
そ

れ
ぞ
れ
同
一
研
究
テ
ー
マ
に
よ
り
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
会
員
拡
大
年

間
」
の
取
組
み
の
最
中
で
も
あ
り
、
新

会
員
と
共
に
会
員
加
入
を
検
討
し
て

い
る
企
業
・
団
体
の
代
表
５
名
の
ご

出
席
も
含
め
て
、
２
日
間
で
合
計
３
９

１
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

大
阪
府 

市
谷 

峰
男
氏
 

福
田 

久
美
子
氏
 

来
た
る
２
０
０
６
年

３
月
２３
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
る
２
０
０
５
「
地

域
仕
事
づ
く
り
フ
ェ
ア
」

が
、
泉
大
津
市
の
テ
ク

ス
ピ
ア
大
阪
に
て
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
度
は
、

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

に
て
１
，３
０
０
名
の
来

場
者
を
集
め
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
、

大
阪
府
の
意
向
に
よ
り

地
域
展
開
の
モ
デ
ル
と

し
て
、
府
南
部
で
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
 

１１
月
１７
日
（
木
）
、

フ
ェ
ア
開
催
地
で
あ
る

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
泉

大
津
市
）
に
お
い
て
実

行
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
実
行
委
員
会

の
構
成
は
、
従
来
の
大

阪
府
、
大
阪
市
、
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
加
え
、
本

年
度
は
開
催
地
域
で
あ

る
阪
南
自
治
体
労
働
行

政
協
議
会
（*

1
）
の

８
市
４
町
の
参
画
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
会
員

企
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
や
そ
の
受
け
皿
と

な
る
べ
き
地
域
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
社
会
福
祉
法
人
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
の
活
動
を
支
え
る
地

域
団
体
の
参
加
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
促

進
も
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

企
画
内
容
で
は
、
一

昨
年
、
昨
年
の
フ
ェ
ア

の
出
会
い
の
成
果
、
「
出

会
い
の
場
か
ら
協
働
の

場
へ
」
「
市
町
村
・
地

域
の
参
加
と
協
力
」
を

踏
ま
え
、
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
「
さ
ぁ
、
次
の
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
」
と

し
、
会
員
企
業
を
は
じ

め
出
展
者
や
市
町
村
や

地
域
団
体
が
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ

や
共
同
事
業

を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
、

協
働
の
モ
デ

ル
が
示
さ
れ

る
よ
う
な
も

の
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
展

者
に
よ
る
ブ
ー

ス
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
は
じ
め

記
念
講
演
や
、

泉
州
・
泉
南

地
域
の
特
徴

を
持
っ
た
地
元
企
画
、

サ
ブ
企
画
な
ど
企
画
内

容
の
充
実
が
必
要
で
す
。
 

実
行
委
員
会
で
は
、

具
体
的
に
ワ
ー
キ
ン
グ

を
設
け
、
今
後
も
引
き

続
き
検
討
と
企
画
内
容

づ
く
り
を
重
ね
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
 

*
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主
催
者
を
代
表
し
て

松
本
理
事
長
が
「
今
年

は
前
組
織
の
設
立
時
か

ら
継
承
し
２５
年
の
節
目

の
年
で
あ
る
。
通
常
総
会

で
ご
承
認
い
た
だ
い
た
事

業
計
画
『
会
員
拡
大
年

間
の
取
組
み
』
と
し
て
、

新
規
加
入
拡
大
行
動
計

画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

会
員
企
業
・
団
体
の
力

強
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
本
日
の

研
究
会
の
三
課
題
は
今

後
の
雇
用
・
就
労
に
関

す
る
重
要
な
指
針
・
方

向
性
を
示
す
施
策
で
あ

る
の
で
、熱
い
論
議
を
期

待
し
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の

通
り
進
行
し
ま
し
た
。
 

 ●
基
調
報
告
１
 

大
阪
府
商
工
労
働
部

雇
用
推
進
室
市
谷
峰
男

室
長
か
ら
「
大
阪
府
の

雇
用
施
策
と
企
業
へ
の

期
待
」
と
題
し
て
、映
像

を
使
っ
た
基
調
報
告
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
報
告

内
容
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

-

平
成
１２
年
４
月
、「
地

方
分
権
一
括
法
」
の
制
定

に
よ
り
大
阪
労
働
局
の

新
設
、雇
用
対
策
法
の
改

正
に
よ
り
労
働
行
政
が

地
域
実
情
に
密
着
し
た

施
策
へ
と
転
換
し
「
大
阪

府
労
働
施
策
の
基
本
方
向
」

が
確
立
し
た
。
ま
た
、国
・

府
・
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

て
就
労
困
難
者
の
雇
用
・

就
労
を
促
進
す
る
支
援

対
策
が
確
立
し
た
。
 

そ
し
て
具
体
的
施
策

に
お
け
る
現
行
の
施
策

と
実
施
状
況
と
し
て
、

①
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
、

②
J
O
B
プ
ラ
ザ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
、③
障
害
者
就
業
・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、

④
大
阪
府
I
T

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、⑤

母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
、

⑥
J
O
B
カ
フ
ェ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
⑦

若
者
就
労
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー﹇
ニ
ー

ト
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
﹈、

⑧
ホ
ー
ム
レ
ス
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
、

⑨
ホ
ー
ム
レ
ス
就

業
支
援
セ
ン
タ
ー
、

そ
れ
ぞ
れ
が
使

命
と
役
割
に
基
づ

き
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、

企
業
が
各
施
策
の
理
解

と
協
力
を
促
進
す
る
た

め
に
、総
合
評
価
一
般
競

争
入
札
制
度
の
導
入
や
、

障
害
者
雇
用
の
積
極
的

取
組
み
を
推
進
す
る「
ハ
ー

ト
フ
ル
企
業
顕
彰
制
度
」

の
活
用
を
行
い
、ま
た
今

後
急
速
に
展
開
す
る「
指

定
管
理
者
制
度
」
に
つ
い

て
も
方
向
性
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

の
課
題
と
し
て
は
、企
業

の
社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

や
、２
０
０
７
年
問
題（
高

度
熟
練
技
能
の
維
持
と

次
世
代
へ
の
継
承
）等
へ

の
取
組
み
が
あ
る
。
 

 ●
基
調
報
告
２
 

Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
内
海
専

務
理
事
が
、「
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
の
役
割
と
会
員
企
業
・

団
体
」
と
題
し
て
報
告

し
ま
し
た
。
報
告
内
容

の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

-

「
社
団
法
人
」
に
お
け

る
会
員（
社
員
）の
役
割
、

企
業
に
お
け
る
多
様
で

幅
広
い
人
権
問
題
の
取

組
み
と
し
て
は
、「
差
別

を
排
除
し
、こ
れ
を
さ
せ

な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い
う

企
業
体
質
を
確
立
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
企
業
の
社
会
的
責

任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）の
人
権
領

域
と
し
て
、就
労
の
場
面

で
の
弱
者
で
あ
る
就
労

困
難
者
へ
の
対
応
は
、企

業
が
取
り
組
む
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
雇

用
・
人
権
）の
一つ
で
あ
る
。
 

Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
会
員

企
業
貢
献
度
評
価
制
度

の
意
義
は
、「
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
事
業
へ
の
貢
献
度
を

評
価
す
る
と
と
も
に
、

貢
献
度
評
価
と
い
う
仕

組
み
を
通
し
て
企
業
・

団
体
の『
雇
用
・
就
労
』

を
通
じ
た
人
権
課
題
へ

の
取
組
み
で
あ
る
」
と
の

視
点
を
再
確
認
し
た
い
。

今
回
作
成
し
た
「
Ｃ-

Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
会
員
企
業
〜
貢

献
度
評
価
項
目
記
入
の

手
引
き
〜
」
を
活
用
し
、

２
０
０
７
年
３
月
末
の
エ

ン
ト
リ
ー
に
向
け
て『
中

間
自
己
評
価
等
』の
準

備
を
す
べ
て
の
会
員
の
み

な
さ
ま
に
お
願
い
し
た
い
。 

 ●
会
員
企
業
 

〜
現
場
か
ら
の
報
告
〜
 

「
就
職
困
難
者
の
雇

用
に
取
り
組
ん
で
得
た

も
の
」
と
題
し
て
、
株

式
会
社
美
交
工
業
取

締
役
部
長
の
福
田
久

美
子
さ
ん
が
、
自
社
に

お
け
る
障
害
者
雇
用

に
取
り
組
ん
だ
背
景
・

実
情
及
び
大
阪
府
営

公
園
の
指
定
管
理
者

制
度
で
指
定
管
理
者

と
し
て
決
定
に
至
る
取

組
事
例
の
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
報
告
内

容
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

-

障
害
者
の
就
労
に
つ

い
て
は
、個
々
人
の
障
害

特
性
に
応
じ
て
業
務

内
容
の
見
直
し
や
配

置
換
え
な
ど
ケ
ー
ス
会

議
を
繰
り
返
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

レ
ス
雇
用
は
、
大
阪
市

の
公
園
清
掃
の
受
託
会

社
し
て
、ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々

に
仕
事
を
提
供
す
る
事

で
少
し
で
も
公
園
の
ブ
ル
ー

テ
ン
ト
を
減
ら
す
こ
と

が
出
来
た
ら
、
そ
れ
が

顧
客
で
あ
る
大
阪
市
・

市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に

も
繋
が
る
と
の
信
念
か

ら
始
め
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス

雇
用
の
拡
大
へ
と
繋
げ

て
い
く
た
め
に
、さ
ら
に

は
企
業
が
受
け
入
れ
や

す
く
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、な

ど
会
社
と
し
て
も
模
索

し
て
き
た
。
企
業
だ
け

で
な
く
支
援
者
及
び
福

祉
の
関
係
者
や
行
政
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。
 

大
阪
府
営
公
園
の
指

定
管
理
者
制
度
へ
の
挑

戦
は
、こ
れ
ま
で
会
社
を

挙
げ
て「
雇
用
」や「
環
境
」

に
取
り
組
ん
で
き
た
経

験
が
活
か
さ
れ
、公
共
性

評
価
（
＝
福
祉
化
等
）の

評
価
項
目
の
充
足
等
と

合
わ
せ
提
案
内
容
が
優

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、

指
定
管
理
者
の
決
定
を

受
け
た
。
 

今
後
と
も
企
業
の

社
会
的
責
任
・
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、ハ
ー

ト
フ
ル
企
業
の
受
賞
を

重
く
受
け
と
め
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
。
 

以
上
、
二
つ
の
基
調

報
告
並
び
に
会
員
企

業
報
告
の
後
、「
会
員

拡
大
年
間
」
の
宣
伝
資

料
と
し
て
作
成
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
「
雇
用
を
通
じ
た

人
権
の
確
立
を
」
を
上

映
し
、新
規
会
員
企
業
・

団
体
の
拡
大
に
全
力

を
あ
げ
る
決
意
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
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大
阪
市
で
は
、
深
刻

な
雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
、

就
職
に
つ
い
て
の
専
門

相
談
、
公
共
職
業
安
定

所
の
求
人
票
の
展
示
や

職
業
紹
介
、
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
職
業
適
性
診
断

な
ど
、
働
き
た
い
け
ど

な
か
な
か
仕
事
が
見
つ

か
ら
な
い
方
々
を
応
援

し
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
求

人
情
報
フ
ェ
ア
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

人
材
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
 ９
名
が
修
了
修
了
 

人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
 

　
　
　
　
　
 ９
名
が
修
了
 

第
２
期
 

雇
用
や
就
業
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
や

法
制
度
は
、め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
度
通
常
総

会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

た
「
Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
労
働

政
策
研
究
会
」
の
立
ち

上
げ
は
、こ
う
し
た
社

会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
社

団
法
人
と
し
て
の
公
益

性
の
更
な
る
追
求
を
、「
人

権
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

推
し
進
め
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
 

Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
「
職

域
開
発
事
業
」
の
位
置

づ
け
の
下
に
ス
タ
ー
ト

し
た
今
年
度
は
、こ
れ

ま
で
に
４
回
の
研
究
会

の
開
催
を
数
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
会
の
取
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。
 

第
１
回
は
、テ
ー
マ
と

し
て
「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ェ
ッ

ジ（
＝
生
活
賃
金
）」
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
外

部
委
託
や
受
託
が
拡
が
っ

て
い
く
中
で
の
、い
わ
ゆ

る
「
人
件
費
」
に
対
す

る
ダ
ン
ピ
ン
グ
と
も
呼
べ

る
現
象
を
、
と
り
わ
け

公
務
労
働
の
分
野
で
検

証
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

第
２
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
特
例
子
会
社
を
つ
く

ろ
う
」
で
し
た
。
障
害

者
雇
用
を
め
ぐ
る
制

度
変
遷
の
な
か
で
、２
０

０
２
年
の
い
わ
ゆ
る
「
特

例
拡
大
」
に
よ
り
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
特
例

子
会
社
に
つ
い
て
、仕
事

を
求
め
る
障
害
者
の
雇

用
機
会
拡
大
と
、
企
業

の
側
か
ら
見
た
設
立
の

隘
路
な
ど
が
討
議
さ
れ

ま
し
た
。
 

第
３
回
は
、ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
と
し
て
、一
橋

大
学
の
谷
本
寛
治
教

授
を
招
き
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と

Ｃ-

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」
の
テ
ー
マ

で
開
催
し
ま
し
た
。
Ｃ

Ｓ
Ｒ
と
人
権
・
労
働
と

の
接
点
と
、
現
状
の
Ｃ

Ｓ
Ｒ
が
抱
え
る
課
題
等

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
 

第
４
回
は
、「
中
途

採
用
と
多
様
な
働
き
方
」

が
テ
ー
マ
で
し
た
。
肥
大

化
す
る
中
途
採
用
市

場
の
現
状
と
、
そ
の
労

働
市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
き
れ
て
い
な
い
「
課

題
を
抱
え
る
求
職
者
」

の
問
題
点
が
討
議
さ
れ

ま
し
た
。
 

次
回
の
第
５
回
研
究

会
は
、
来
年
２
月
、「
派

遣
労
働
を
め
ぐ
っ
て
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
予
定

で
す
。
派
遣
労
働
に
詳

し
い
弁
護
士
を
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
研
究
会
の
成

果
は
、２
０
０
６
年
度
総

会
に
む
け
て
報
告
書
を

作
成
し
、
会
員
に
成
果

還
元
を
図
る
と
と
も
に
、

公
益
事
業
化
の
可
能

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
で
討
議
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
 

 

企業訪問、府下は一巡！ 
大阪市内事業所へ！ 

 

加入拡大行動計画 
企業訪問、府下は一巡！ 
大阪市内事業所へ！ 

 

加入拡大行動計画 
企業訪問、府下は一巡！ 
大阪市内事業所へ！ 

 

求
人
情
報

求
人
情
報
フ
ェ
ア
「
ハ
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
！
就
職
応
援

就
職
応
援
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
開
催
し
ま
す
 

求
人
情
報
フ
ェ
ア
「
ハ
ロ
ー
ス
テ
ッ
プ
！
就
職
応
援
プ
ラ
ザ
」
を
開
催
し
ま
す
 

「
２
０
０
５
加
入
拡

大
行
動
計
画
」
に
基

づ
く
企
業
訪
問
は
、

９
月
１５
日
の
加
入
拡

大
行
動
計
画
推
進
委

員
会
の
方
針
決
定
を

受
け
、
約
１
，３
０
０
事

業
所
を
対
象
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
１０
月

に
大
阪
府
下
（
大
阪

市
内
を
除
く
）
の
約
４

０
０
の
事
業
所
訪
問
を
、

各
市
町
村
の
地
域
就

労
並
び
に
人
権
啓
発

部
局
の
同
行
訪
問
を

は
じ
め
と
し
た
多
様

な
ご
協
力
の
も
と
、

推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
全

事
業
所
の
訪
問
を
終
え
、

１１
月
現
在
で
約
２０
事

業
所
が
新
た
な
会
員

と
な
り
ま
し
た
。
 

今
後
は
順
次
、
大

阪
市
各
区
の
部
局
の

ご
指
導
と
ご
協
力
の

も
と
、
大
阪
市
内
の

事
業
所
訪
問
を
進
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た

大
阪
府
に
お
い
て
は
、

雇
用
対
策
課
を
中
心

に
雇
用
推
進
室
全
体

で
の
各
業
界
団
体
役

員
企
業
の
加
入
促
進

訪
問
も
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
年
内
を
目

処
に
集
約
を
図
り
、

加
入
拡
大
行
動
計
画

推
進
員
会
で
の
検
討

を
踏
ま
え
、
今
後
の

行
動
計
画
の
改
訂
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。
 

 

１月２６日（木） 

２月　３日（金） 

　　　７日（火） 

　　１０日（金） 

　　２３日（木） 

　　２７日（月） 

３月　３日（金） 

　　　７日（火） 

　　１０日（金） 

　　１４日（火） 

　　１７日（金） 

　　２８日（火） 

 

　　　  場　 所 

中央図書館 

飛鳥人権文化センター 

矢田人権文化センター 

生江人権文化センター 

南方人権文化センター 

両国人権文化センター 

平野人権文化センター 

加島人権文化センター 

浅香人権文化センター 

日之出人権文化センター 

西成人権文化センター 

住吉人権文化センター 

 

　　　　　　  最　寄　駅 

地下鉄　西長堀 

阪急　　崇禅寺 

近鉄　　矢田、市バス　矢田行基大橋 

市バス　生江 

阪急　　崇禅寺 

京阪　　千林、市バス　清水小学校前 

ＪＲ　　平野、市バス　平野宮町二丁目 

ＪＲ　　加島、市バス　加島中 

地下鉄　あびこ、ＪＲ　杉本町 

地下鉄・ＪＲ　新大阪 

ＪＲ　　今宮、市バス　中開三丁目 

南海　　住吉東 

 

　１　日時・場所 

※各日とも午前10時～午後5時 

 

人材スキル 修了式 

人材スキル ＰＣ講座 

第３回労働政策研究会 

加入拡大行動計画 
２
０
０
５
年
度
第
２

期
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
が
１１
月
１１
日
に

修
了
し
ま
し
た
。
第
１

期
同
様
、
前
半
の
２
週

間
で
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

パ
ソ
コ
ン
の
実
務
研
修
、

履
歴
書
の
書
き
方
、
面

接
の
受
け
方
な
ど
の
座

学
を
中
心
と
し
た
実
務

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
第
２

期
人
材
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
で
は
、
特
に
母

子
家
庭
の
お
母
さ
ん
方

の
支
援
と
い
う
こ
と
で
、

保
育
付
き
の
実
務
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
 

後
半
の
２
週
間
で
は
、

会
員
企
業
様
の
ご
協
力

に
よ
る
職
場
実
習
を
行

い
、
９
名
の
方
が
無
事

修
了
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

受
講
生
の
感
想
で
は

「
パ
ソ
コ
ン
が
勉
強
に

な
っ
た
」
「
実
習
で
は

す
ご
く
緊
張
し
た
け
ど
、

人
間
関
係
の
大
切
さ
が

わ
か
っ
た
」
「
し
ゃ
べ

り
方
が
少
し
と
ま
ど
っ

た
」
等
の
感
想
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
全

体
と
し
て
、
受
講
者
に

と
っ
て
は
、
貴
重
で
有

意
義
な
体
験
を
し
、
充

実
し
た
事
業
に
な
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

こ
の
コ
ー
ス
を
受
講

し
、
修
了
し
た
９
名
は
、

現
在
最
終
目
標
で
あ
る

就
職
に
向
け
て
研
鑽
さ

れ
て
お
り
、
Ｃ-

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
会
員
企
業
の
皆
さ

ま
に
も
、
こ
の
９
名
の

方
に
対
し
て
就
職
の
機

会
提
供
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

な
お
、
第
３
期
人
材

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

は
、
２
０
０
６
年
２
月

１３
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
の
講
座
の
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
会
員
企
業

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
も

併
せ
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

実施日（平成18年） 

　２ 対　　　　象　　大阪市内在住の求職者 

　３ 内　　　　容 

　・雇用・就労相談 

　母子家庭の母等・高齢者・障害者雇用等の各種 

　専門相談など 

・公共職業安定所・求人票展示と職業紹介 

　求人票の展示、公共職業安定所の職業相談・紹介 

・職業適性診断 

　カウンセラーとパソコンによる職業適性診断 

・市政等情報発信コーナー 

　大阪市の各種施策のチラシ・パンフレットの展示、配布 

・パソコン求人検索コーナー 

　パソコンによるハローワークインターネットサービスなどの求人情報の閲覧 

　４ 費　　　　用　　不　要 

　５ 申し込み方法　　当日直接会場へ 


